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1. はじめに 

近年の音楽配信サービスの充実により我々は

容易に大量の音楽に触れられる．その膨大な音楽

から自分好みの楽曲を探すために楽曲推薦シス

テムが必要であり，実際のサービスでも導入され

ているものがある．それらには主に協調フィルタ

リングでの楽曲推薦が用いられている． 

協調フィルタリングでの楽曲推薦では，推薦対象

曲を全ユーザの視聴履歴から選ぶため，視聴ユー

ザの多いメジャー曲は推薦対象になりやすいが

視聴ユーザの少ない希少な曲は推薦対象になり

づらいという問題点がある．  

そこで，希少曲を積極的に推薦し幅広く詳細な

楽曲が推薦されること目的とした楽曲推薦シス

テムを提案する．具体的に推薦対象ユーザと類似

した嗜好で，希少曲を含む幅広く詳細な楽曲を消

費しているかという個人のもつ音楽的知識が豊

富であるユーザを推薦に用いる．また個人のもつ

音楽的知識をユーザの楽曲に対する説明能力か

ら推定する．なお視聴履歴や音楽的知識の指標デ

ータは音楽特化型 SNS Last.fm [1]から収集した． 
 

2. 提案手法の概要 

図 1に概略図を示す．前提として，複数人ユー

ザに関し，そのユーザの音楽的嗜好を表す楽曲評

価とユーザのもつ音楽的知識の指標となるデー

タがあるとする．これら推薦に使用するデータを

持つユーザを標本ユーザとする．標本ユーザのデ

ータをもとに音楽的知識が豊富で推薦対象者と

嗜好が類似するユーザを選択し，そのユーザの楽

曲評価をもとに推薦を行う．手順としては以下の

とおりである. なお本研究では手順 2と 3につい

て検討を行い手順 1 と 4 は従来の手法を用いる． 
 

・ 標本ユーザと推薦対象ユーザの類似度を計算 

・ 標本ユーザの音楽的知識の豊富さを計算 

・ 類似度・音楽的知識の豊富さの観点で標本ユ

ーザを複数人選択 

・ 推薦対象ユーザの楽曲嗜好度を推定し推薦 
 

3. 協調フィルタリングの手法 

文献 [2]を参考に，協調フィルタリングで標本

ユーザの視聴履歴をもとに楽曲を推薦する． 

最初に推薦対象ユーザと標本ユーザ間の類似 
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図 1.提案手法の概略図 

 

度を楽曲評価の相関をもとに式 3.1 で計算する． 
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次に推薦対象ユーザの未評価楽曲の評価を式

3.1 で算出した類似度で重みづけした各標本ユー

ザのアイテムへの評価値の加重平均で推定する． 
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        (3.2) 

 

4. 提案手法 

音楽的知識の豊富さの推定方法と標本ユーザ

の選択方法について検討を行う． 
 

4.1 楽的知識の豊富さの推定 
 

音楽的知識の要件 ユーザのもつ音楽的知識はユ

ーザの楽曲説明能力と強い相関があるとする．こ

れは楽曲の年代やジャンルなど楽曲を区別する

情報を的確に説明できるユーザほど音楽的知識

が豊富であると考えられるためである．本研究で

は Last.fmから収集したユーザが楽曲を説明する

形で付与したタグをもとに音楽的知識の豊富さ

を推定する．タグの例を表 1に示す．また音楽的

知識の豊富さの主な尺度は以下の 3観点があると

考える． 
 

・ 音楽視聴経験の長さ 

・ 音楽的知識の広さ：幅広いジャンルの楽曲に

対する知識があること 

・ 音楽的知識の詳細さ：特定の分野における音

楽的知識が深いく詳細であること 
 

なお本研究では音楽的知識の広さ・詳細さから音

楽的知識の豊富さを推定する方法を検討する． 
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表 1. Last.fmで楽曲につけられているタグ 
楽曲名（作者 - 曲名） 付与されたタグ例 

Queen - Bohemian Rhapsody 70s, classic rock 

Nirvana - Smells Like Teen 

Spirit 

Grunge, cool!, 1990s 

 

表 2. Last.fmで収集したデータの規模 
対象ユーザ数 5,000         

対象曲数 58,611         

タグの種類数 85,445         
 

音楽的知識を表すデータセット 収集したデータの

規模を表 2に示す．また，同じ意味のタグが正し

く集計されるように，表記を統一する・記号を消

すなどの文字の表記ゆれの正規化を行った． 
 

音楽的知識の豊富さの推定方法 音楽的知識の広

さ・詳細さをユーザの付与したタグの意味の距離

を基にした意味的分布で推定する．タグが広範囲

に分布していれば音楽的知識が広く，タグがある

範囲に密集して分布していれば音楽的知識が詳

細であると考えられる．本研究ではタグの意味的

分布を Word2Vec [3]で獲得したタグの意味の分

散表現値を用い作成した．音楽的知識の豊富さの

推定手順は以下の通りである． 
 

1. ユーザが付与したすべてのタグに対し意味が

近いタグ同士をまとめたクラスタを作成する 

2. クラスタ数から範囲の広さ，1クラスタの要素

数からその範囲における詳細さを得る 

3. 知識の広さ・詳細さのそれぞれの順位をもと

に音楽的知識の豊富さを順位であらわす 
 

4.2 標本ユーザの選択方法 
 音楽的知識の豊富さと類似度をもとに一定の

類似度以上で音楽的知識が豊富なユーザの上位

数人を選択する． 
 

5. 提案システムの評価実験 
音楽的知識を考慮することで高い推薦精度を

保ちつつ希少度の高い楽曲を推薦することが可

能かを検証するために，提案手法・類似度のみを

考慮した推薦手法・音楽的知識のみを考慮した推

薦手法の比較実験を行った．同時に標本ユーザの

選択人数に関する比較を行った． 
 

5.1 実験条件 

Last.fm のユーザ 5,000 人のデータを対象に推

薦対象 1人・標本 4,999人に分割し楽曲推薦を行

う．ユーザの楽曲評価は視聴履歴とユーザのお気

に入り楽曲（Last.fmでは Love に該当）から作成

した．比較対象の手法は提案手法手順 3の標本ユ

ーザの選択方法を以下のように変えて作成した． 
 

・ 手法 1（類似度のみ考慮）：一定の類似度(本

実験では 0.7）以上のユーザを選択する 

表 3. 提案システム評価実験結果 
 評価適合率 総合希少度 

選択人数 5 10 15 5 10 15 

提案手法 0.94 0.96 0.97 0.95 0.98 0.99 

手法１ 0.96 0.99 0.96 0.85 0.96 0.99 

手法２ 0.78 0.21 - 1.0 1.0 - 

 

・ 手法 2（知識のみ考慮）：音楽的知識が豊富な

ユーザを選択する 
 

5.2 評価方法 

評価基準は協調フィルタリングのシステムと

して適切な評価値を予測できるかと希少度の高

い楽曲を推薦できるかの 2 点とする． 

推薦対象ユーザの楽曲評価のうち 10%をランダ

ムにマスクし評価用と学習用に分割する．学習用

データで各推薦を行い，得られた楽曲に対する推

定評価と実際の評価である評価用データとの適

合率でシステムの適切性を評価する． 

また，ユーザ 5,000人の視聴履歴をもとに視聴

人数の逆数をその楽曲の希少度とし，推薦可能楽

曲の希少度の最大値をその推薦での総合希少度

とし評価基準とする． 
 

5.3 実験結果 

実験結果を表 3に示す．なおダッシュは類似ユ

ーザが選択人数を下回ったために起きた計算不

能結果である．選択人数が 10・15人の場合，各手

法の大きな差はなかった．これは推薦可能楽曲数

が増え，より適切で希少な楽曲を選択可能になっ

たためだと考えられる．しかし推薦可能楽曲が増

えると希少性の高い楽曲が推薦される確率が低

くなる．そのため推薦人数を限定し希少曲を含む

限定した曲幅で推薦を行うことが有用であると

考えられる．選択人数が 5 人の場合，提案手法の

評価適合率を大幅に損わずに希少度をあげたと

いう有用性を確認できた．  
 

6. むすび 

本稿では，協調フィルタリングでの楽曲推薦で

音楽的知識を考慮することで，考慮しない場合と

比較して，評価予測システムとしての適切性を大

きく下げることなくより希少性の高い楽曲を推

薦できることを確認できた．しかし，希少性の高

い楽曲が推薦対象ユーザの好む楽曲かについて

未検証のため，今後主観評価を行う予定である． 
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